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黒田清輝宛
　
岡田三郎助書簡
　
影印・翻刻・解題
凡例　
以下に、黒田清輝宛
　
岡田三郎助書簡を翻刻する。翻刻および解題について、
［
（］
〜［
9］については、高山百合
（福岡県立美術館学芸員）
が担当し、 ［
（0］
〜
［
（（］については、松本誠一
（佐賀県立美術館副館長）
が担当した。翻刻にあたって
は以下の点を配慮した。一、書簡 すべて東京文化財研究所所蔵である。二、
　本文の行取り、文字は原則原文どおりとし、影印版と照合できるように配慮した。
三、文中には適宜、読点
（、 ）
を加えた。
四、誤字・宛字・衍字がある場合も、原文のままとした。五、踊り字は、平仮名はゝで、片仮名はヽで、漢字は々で示した。六、抹消・訂正の文字がある場合 文字が判明するものについては本文にその文字
を記した。
七、書簡の紙継ぎ部は影印版の下縁に△をもって示した。　
なお、書簡の翻刻にあたりましては、藤井祐介氏
（佐賀県立佐賀城本丸歴史館学芸
員）
、田中潤氏に
ご
教示賜りました。ここに記してお礼申し上げます。
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［
（］
黒田清輝宛岡田三郎助書簡
（明治二十九年十二月五日）
差出人：岡田三郎助╱筆者：岡田三郎助　
十二通の中で最も早い時期に書かれた、 岡田三郎助直筆の本書簡は、
京都へ滞在していた黒田清輝と安藤仲太郎に宛てて、岡田の滞在先の奈良から出されたものである。奈良での近況につい 、私感を交えながら報告している。
當地は京都より少々寒く、今日はあられがふりました、繪は未だ一枚も出来ず、宿 満員其上
T
akashim
a
さんが京都の
S.	M
asuyu
とかを
つれての御宿りこみ其さわぎなどいやになつしまいます、然れと明朝諸佛を見と思へば何となく心もちよく今夜がすごさ そうです 京都木屋町三条上ル生庄方ニテ黒田清輝様安藤仲太郎様　　
　奈良角定方ニテ
　　
岡田三郎助
　　
十二月五日
明治二十九年十二月五日付葉書（十三一四七）
　（縦十四・〇㎝、横九・〇㎝）
（表）（裏）
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八七
明治二十九年十二月十日付封書（十一一八七）
（縦十八・〇㎝、横七十五・四㎝）
御返書難有ふ御座いました、此地ハ幸にも未だ一度も雨が降りません、一昨日京から石田来て、 一所に見物して居りましたが、昨日から風引きにて、頭痛はげしく聞
（ママ）
口して居ります、
十三日頃に帰る積りな しが、二三日ハ延びるかも知れません、 」まだ京の角屋ハ知らねども、我が住む角屋ハ何のきやう なし　
追伸に付て
さびしさの増タ
8
と申せしハ
　　　
色香のまさ
8
ると申せし
　　　　　 　
乙女になん
「さびしさの
　
ますゆ8
へ一人
　　
ともし火の
　
まさ8
に消へなん
　
春日野の露
［
（］
黒田清輝宛岡田三郎助書簡
（明治二十九年十二月十日）
差出人：岡田三郎助╱筆者：石田益敏　
岡田の滞在先である奈良今小路町の角定から、京都にいる「黒田仲太
郎」宛てて出されたものである。 「黒田仲太郎」というのは、黒田清輝と安藤仲太郎の両名を指すものと考えられるものの、宛名の誤りが故意であるのか過失であるのかは不明であるが、書簡の末尾にも明記されているとおり、本書簡は岡田 頼みに応じ、岡田の下 きに従って、 「石田」つまり石田益敏が代筆した。 ［
（］（明治二十九年十二月五日付）
と同
様、 奈良での近況を報告する書簡であるが、 滞在先 奈良に京都から「石田」
（石田益敏）
が来て、一緒に奈良を見物していたが、その翌日に風
邪に罹患し 激しい頭痛に苦しんでいることを述べている。さらには、追伸としていずれも岡田が詠んだと思しき和歌が五首添えられており、旅先で大病 かかってしまったこ で一気に増幅したであろう不安な思いを和歌に託している。これ以降 書簡［
（］（明治三十年一月一日付）
、
［
（］（明治三十年一月十九日付）
、 ［
（］（明治三十年一月二十二日付）
、 ［
（］（明
治三十年二月一日付）
、 ［
（］（明治三十年二月九日付）
、 ［
（］（明治三十年二
月十四日付）
はいずれも岡田の病気に関わることを報告する書簡である
が、本書簡により黒田は岡田の病状について初めて知らされたのち、明治三十年一月の日記において「午後四時頃ニ白瀧がかいた畫 見せニ來て序ニ岡田の病状を話した
　
實困つた話だ
）（
（
」と記述しているとおり、フ
ランス留学を目前にしながら大病に罹患してしまった岡田の病状が深刻であることを大いに心配 ていたことが窺える。（
（）　『黒田清輝日記』明治三十年一月十四日
△
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悪口の
　
御ちびにあらで
　
斎公か
　
つけにしやつハ
　　　　　
まさ8
に聞きけん
あんどんの
　
ねづミのかげに
　　　
驚きて
　　
親父といふハ
　
さてもあ□まり
春日野に
　
参詣つる人の
　　　　
初引きハ
　
天津乙女か
　
神の使か
　　
十二月十日
　　　
岡田拝
黒田仲太郎様承はり候へバ、今明日中にハ御出立との事、誠に残念の至りに御座候、何れ東京に帰りて御伺ひ可申積りに御座候前之文句ハ、岡田氏より草稿の儘写しくれとの頼ミに依り、其儘認め置き候へバ、右様御承知被下度候、　　　　　　　　　　
石田より
黒田様
京都於上京区木屋町三条上ル　生座方　　
黒田仲太郎様
　　
奈良今小路町
　　
角定
封
岡田三郎助
　十二月十日
（表）（裏） 封筒
（縦二十・二㎝、横七・四㎝）
△
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八九
［
（］
黒田清輝宛岡田三郎助書簡
（明治三十年一月一日）
差出人：岡田三郎助╱筆者：岡田三郎助　
黒田清輝へ宛てて明治三十年元旦に、京都から出された年賀状である。明治二十
九年十二月から三十年一月にかけて、岡田は風邪と腸チフスに相次いで罹患するという憂き目に遭っていたが、 ［
（］（明治二十九年十二月十日付）
の書簡が出された明
治二十九年十二月十日以後、奈良で一度病院にかかったもののなかなか回復しないため、中村勝治郎の知る京都の病院に石田益敏の付き添いで運んでもらい、そこにすぐに入院し
た
）（
（
ことから、明治三十年元旦にはすでに、 ［
（］（明治三十年一月十九
日付）
の書簡に書かれている京都富小路押小路の山田分病院に入院していたのであ
ろう。体調不良のせ か、 「岡田三郎助」と印字された葉書大の紙片に「謹賀新年」という文言を書き入れるのが精一杯だったのであろうか。（
（）　
岡田三郎助「平凡なる私の修業時代」 『中央美術』第七巻第三号、大正十年三月
明治三十年一月一日　　　　　
壽
　　
京都
　　
岡田三郎助拝
東京赤坂区平河町北白川御殿ノ前黒田晴睴様
　
貴下
明治三十年一月一日付封書（十二一二一）
　（縦九・〇㎝、横五・五㎝）
（表）
（裏）
謹賀　　　　
岡田三郎助
新年
封筒
（縦十三・五㎝、横七・六㎝）
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［
（］
黒田清輝宛岡田三郎助書簡
（明治三十年一月十九日）
差出人：岡田三郎助╱筆者：中野スガ　
中村勝治郎の紹介で明治二十九年の十二月に京都の山田分病院に入院し
たのち、本書簡が出された明治三十年一月十九日頃には「此両三日来より宜敷方ニ趣き候」とあるとおり、病状がだんだんと快方へ向かっていたようである。そのことを黒田清輝へ報告するとともに、これまでのお礼を改めて述べている。本書簡 岡 に代わって代筆したのは 末尾に「代
三
郎助姉」と書かれているとおり、当時彼のそばで身の回りの世話をしていた岡田の の中野スガであ 。その筆跡から判断するに、中野スガは本書簡に加えて［
（］（明治三十年一月二十二日付）
、 ［
（］（明治三十年二月一日付）
、
［
（］（明治三十年二月十四日付）
も代筆しているが、本書簡は黒田に宛て
て代筆する初めての機会であったことから、 の末尾に「代
三郎助姉」
と書き添えたのであろう。
明治三十年一月十九日付封書（十二一三八）
（縦十七・六㎝、横四十六・五㎝）
一筆申上候、御寒さの折から、まづ〳〵御前様ニハ寒気御障も入らせられず、御機嫌よく渡らせ れ候御事 何より御目出度、御㐂び申上候扨て私事旅行中ニての病気ニて、誠ニ困り候らひしが、此両三日来より宜敷方ニ趣き候間、乍憚御心易ふ御思召被下度候、昨年中ハ一方ならさる御世話さまニ成あげ厚く御礼申上候、尚此うへとも萬事宜敷様御願申上候、　　　　　　　　　　　
草々
　　　　　　　　　　　　
可祝
　
一月十九日
△
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九一
　　　　　　　　　　
岡田
　
代三郎助姉
東京麹町平河町六丁目十四番地　　
黒田清輝様
　　　　　　
平信
京都富小路押小路　
上る山田分病院内ニて
　
〆
　　
岡田三郎助
　　　
一月十九日
（表）（裏） 封筒
（縦十八・八㎝、横七・五㎝）
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［
（］
黒田清輝宛岡田三郎助書簡
（明治三十年一月二十二日）
差出人：岡田三郎助╱筆者：中野スガ　
同じく京都山田分病院より黒田清輝へ宛てられた書簡である。目
前に控えているフランス留学について、委細を記した書簡を黒田から受け取っていたとみられ、岡田自身も留学についてその後うまく調整が進んでいるのか 心配していたが、黒田の書簡により安心したとお礼を述べて 。そして、すぐに帰京しても差し支えないくらいに病状は回復し が、二月二十九日に 都を出発 、途中で一泊して東京へ戻るという行程を考えていることを黒田に伝えている。なおこの書簡 、筆跡から判断するに ［４］
（明治三十年一
月十九日付）
、 ［６］
（明治三十年二月一日付）
、 ［８］
（明治三十年二月
十四日付）
と同様に中野スガであろう。
明治三十年一月二十二日付封書（十二一〇四）
（縦十六・七㎝、横四十五・三㎝）
　　
尚々私帰京ハ途中ニて
　
二宿致し候間、東京 は
　　
二十八日之帰宅之つもり 御座候、
　　
但シ濱松横濱
御手紙被下、有がたく拝見致し候、いまた餘寒つよく御座 へとも、まづ〳〵御機嫌よく御入のよし 御㐂び申上候、扨て、私佛國行きニ付 其後如何の様子ニやと、日夜心配致し居候折柄、 細々との御手紙被下、誠に〳〵安心御陰さまニて私も衰弱ほゞ快腹致し、日々五六町づゝ運動致し居候間、最早帰京致し候へとも、差つかへ御座なくとそんじ候間 二十九日より當地出発、途中ニて一宿之うへ帰京之つもりニ御座候、萬事は帰京御目もじのうへ△
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九三
　　　　　　
草々
　
不一
　
二十一日夜
　　　　　　　
三郎助拝
　
黒田様
　　　　
御前へ
東京麹町平河町六丁目拾四番地　　　
黒田清輝様
　　　　　　　　
御許へ
　　
京都富小路押
封
　
小路山田病院内ニて
　　　 　　
岡田三郎助
　
一月二十二日
（表）（裏） 封筒
（縦十八・五㎝、横七・四㎝）
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［
（］
黒田清輝宛岡田三郎助書簡
（明治三十年二月一日）
差出人：岡田三郎助╱筆者：中野スガ　
本書簡において岡田は、チフスによる発熱がおさまってすでに二週間が
経ち、伝染病室から一般病室へ移ることができたため、もはやチフスは全快したと見込まれること、そしてこれからは療養中に衰弱した体調の回復を待つのみであるというように、 からの回復について、黒田に詳細に報告している。 そして明治三十年二月末から三月初めには帰京できることを、久米桂一郎や安藤仲太郎、その他の関係者へ伝えて欲しいと述べている。岡田からのこの求めに応じ 黒田は、本書簡を東京美術学校校長の岡倉天心に見せ、岡田の現状について報告したようである
）（
（
。さらに岡田は、その
前年に新設されたばかりの東京美術学校に、新入学生が七人入 を聞き、黒田 とってさぞかし満足であっただろうとい 言葉でねぎらってる。末尾には、病気のためまだ筆を執るのが難し 岡田にかわっ の代をお許しくださいと書き添えられ が、 その筆跡からもわか とおり、本書簡は［
（］（明治三十年一月十九日付）
、 ［
（］（明治三十年一月二十二日付）
、
［
（］（明治三十年二月十四日付）
と同様、岡田の姉の中野スガによる代筆で
ある。（
（）　『黒田清輝日記』明治三十年二月十二日
明治三十年一月三十一日付封書（十二一〇九）
（縦十五・八㎝、横七十二・八㎝）
大寒の折から、まづ〳〵御前様ニハ寒気之御障も入らセられず、御機嫌よく渡らせられ候御事、何ゟ御目出度存じ上候、扨て私も 陰さまニて日ニ増し快方ニ趣き、　　　　　
下熱致し候てより
一昨日迄 て二周間相成候故、今日ハからだをふき、衣類を着替へ、別室へうつり申 、いまゝでハ傳染病室ニ御座候、最早チフスは全快致し候由、是よりただ〳〵
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九五
衰弱之快腹を　　　　　　
私帰京ハ二月の末より
　
三月の初ニ可相成と存候
相待申居候、誠に恐入候得共、校長はじめ久米
　安藤様其外さま
方へ宜敷御傳言御願上候、此度学校ニ新入学者七人名有之候由、誠ニ満足之至りニ御座 、まづは右要用迠、　　　　　
　匆々
　
三十一日夜
　 　　　　　
三郎助
　
黒田様
　　
御まへ
　
いまだ病人筆とり
　
兼候間、失礼なから
　
代筆御ゆるし被遊度、
　
此段御願申上候
東京麹町平河町六丁目十四番地　
黒田清輝様
　　　　　
平信
　　
京都富小路押小路
〆
　
山田分病院内ニて
　　　
岡田三郎助
　　
二月一日
（表）（裏） 封筒
（縦十九・一㎝、横七・五㎝）
△
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［
（］
黒田清輝宛岡田三郎助書簡
（明治三十年二月九日）
差出人：岡田三郎助╱筆者：中村勝治郎か　［
（］（明治三十年一月一日付）
、 ［
（］（明治三十年一月十九日付）
、 ［
（］（明
治三十年二月一日付）
と同様、京都の山田分病院から黒田清輝へ宛てて
書かれた書簡である。手紙の中でも触れられているように、黒田が岡田のフランス留学について、岡田 病状 踏まえたうえで、東京美術学校内で調整をはかっていたと見られ、それを報告する めの書簡を岡田に送っており、その返事として書かれたのが本書簡であ 。書簡においては、明治三十年一月に崩御した英照皇太后 御大葬のため、伯父 中
なか
野の
健たけあき
明が
）（
（
京都へ来ており、その折に岡田の入院先に見舞いに来たこと、そ
して中野が山田分病院の院長と面談 、今のような状態 あれば、この先三十日前後で退院し東京へ戻れるであろう いうこと、さらに、明治三十年の三月末から四月初めごろに フランスへ向 って出発できるあろうということを聞いたというよう 、 留学に関するかなり具体的なこ を知らせている。それを裏付けるためにか、院長によ 診断書も添付している。書簡の内容を、診断書とあわせて、東京美術学校校長の岡倉天心へ伝えたうえで、留学について取り計らっ ほし という岡田の希望が強く見 とれる である。書簡 最後に、まだ自ら手紙を書くこともできず、代筆を頼んでおり申し訳な と書き添えられているが、本書簡はその筆跡と、当時 岡田の周囲の状況の両面から判断するに、中村勝治郎による代筆の可能性が推定され ものである。（
（）　
中野健明 （一八四四〜一八九八） は岡田三郎助の伯父。佐賀に生まれ、
維新後は新政府に出仕し、岩倉使節団の理事官佐佐木高行に随行し、帰国後、 外交官としてフランスやオランダに在勤。明治十六年から大蔵省、明治二十三年〜二十六年まで長崎県令、同二十六年以降は神奈川県令を務めた。岡田が画家になる決心を固めるのに大きな役割を果たした人物
明治三十年二月九日付封書（十二一〇八〇一）
（縦十八・八㎝、横七十二・二㎝）
御懇書拝讀、小生身上之義ニ付、一ト方ならず御尽力被下、千萬難有奉拝謝候、病勢も漸ク相衰へ候得共、未タ充分之氣力も不相付、専ら療養ニ罷有候、実ハ御来示之洋行時期等之儀、小生ヨリ院長へ相尋兼候処、幸ニ今般伯父中野健明御大葬ノ為出京ニ付、同人ヨリ院長へ承合呉候処、昨今之容体ナレバ、先ツ追々氣力相増シ、且壮年ニモ有之旁恢復モ早ク、今ヨリ向三十日前後ニ而退院、帰京可 叶、又帰京後順ヲ逐フテ恢復致候ハヽ 無論三月之末頃四月ノ初 、佛國行ハ差支無之トノ旨、院長ヨリ談話有之候由、伯父
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であるとともに、岡田が黒田清輝や久米桂一郎と出会うきっかけになったのは、当時神奈川県令であった中野健明を訪ねて横浜の本牧を訪問したことであったという。 （ 「岡田三郎助年譜」および「中野多津像」作品解説『岡田三郎助展』図録 佐賀県立美術館編、二〇 四年）
ヨリ申聞候、此程岡倉校長ヨリ佛國出發時期ニ付、御尋越相成候ニ付、直チニ御返事可申上トは存候得共、病中ニテ事情相尽サヾル御返事申上候も如何ト懸念致 間、委曲前陳之事由先生ヨリ宜布校長へ御相談被下度奉願上候、実先生之御懇書ヲ拝誦、感涙ヲ流て相歓居候、未タ執筆モ不相叶候ニ付、他人ニ代書為致候間、諸事心意ヲ尽サス 宜布御判讀之程希望仕候、先は乍延引 礼旁拝答まて申上度、早々拝具　
二月九日
　　　　　
三郎助
　　　
黒田先生
　　 　　
侍曹
△
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九八
東京市麹町平川町六丁目十四番地　
黒田清輝様
　　　　　　
御直披
　
京都市富小路押小路上ル
〆
　
山田分病院ニテ
　　　
　岡田三郎助
（表）（裏） 封筒
（縦十九・〇㎝、横七・一㎝）
付録
（縦二十四・六㎝、横三十三・六㎝）
　　　
診断書
　　　　　　
岡田三郎助
二十九年
右は昨年十二月八日重症ノ腸窒扶斯ニ罹リ、径過中腸出血ヲ起シ、漸ク此頃治癒ニ趣キシカトモ、病阿衰弱甚敷、向後大凡二ケ月摂養ノ上、洋行シ得ルニ至リ候様、思考致候也、　
明治丗年二月九日
　　
京都市上京区富小路押小路上ル
　　　 　　　　
山田分病院 （印 「山田分病院醫局」 ）
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九九
［
（］
黒田清輝宛岡田三郎助書簡
（明治三十年二月十四日）
差出人：岡田三郎助╱筆者：中野スガ　
同じく京都の山田分病院にて、 黒田清輝へ宛てて書かれた書簡である。
フランス留学について、黒田清輝に対して二月十日付で出した書簡と、東京美術学校の校長である岡倉天心に対して出した書簡の日付が異なるため、不都合があるかもしれないと心配し、黒田に電報を送ったが、それを確認してもらえたかどうかということを尋ねる である。岡倉に対しては、中村勝治郎に代筆を頼んで 二月二十八日まで は帰京したうえで、三月中旬には出発できるということ、さらに、実印の必要があれば、白瀧幾之助か和田英作に託すこ を伝えているということを、黒田にも報告している。その他にも、日増し 体力が戻り、思 のほか早く東京へ戻れるであろうこと また安藤仲太郎が見舞 に来てくれたとなどを述べてい 。いよいよ病から回復し、この後のフランス留学へ向けての意気込みのようなものが伝わっ くる。なおこの書簡は 筆跡から判断するに、 ［
（］（明治三十年一月十九日付）
、 ［
（］（明治三十年二月
一日付）
と同様に中野スガであろう。中野スガは、岡田の京都での約三
ヶ月にわたる療養期間を そのすぐそばで心身 も 支え続けた が読みとれる。
明治三十年二月十四日付封書（十二一〇六）
（縦十七・七㎝、横七十四・八㎝）
度々御手紙被下誠に〳〵有難、深く奉謝上候、扨て、私佛國行きニ付て、貴下へ十日付の手紙を差上候ガ、岡倉校長ニ出し候手紙と日にち異ひ候ゆへ、御話被下候に御不都合は無御座やと心配致し、早速電報を相懸け候ガ、御覧被下候や、尤も校長ニハ、八日付けの御手紙を拝見のうへ、中村氏ニ相頼ミ、当月末二十八日迠ニ帰京 三 中旬ニ出発被致候と申上置候、もし私の実印御入用の事御座候ハヾ、私宅ニ御座候間何卒白瀧か和田 両氏ニ御託△
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被下度候、私も日増しニ衰弱も快腹致し、今などハ五六間の處ひとりにてあるけ申候、此分ニてハ思ひの外早く帰京被致候ハんと存じ候間、乍憚御安心被下度候、昨日安藤氏御見舞被下、今日御帰京之よし申居られ候、誠ニ恐入 得共、白馬會のかた〳〵へ宜敷御傳言奉願上候、　　　　　　
匆々
　　　　　　　
不一
　
二月十四日
　　 　 　
三郎助
　
黒田様
　　　
御前へ
東京麹町平河町六丁目十四番地　
黒田清輝様
　　　　　　　
要用
　　　　　
京都富小路押小路
　　　　　
上る山田分病院内ニて
　
封
　　　　　
岡田三郎助
　　
二月十四日
（表）（裏） 封筒
（縦十九・〇㎝、横七・五㎝）
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一〇一
［
9］
黒田清輝宛岡田三郎助書簡
（明治三十五年九月二十日）
差出人：岡田三郎助╱筆者：岡田三郎助　
麻布新堀町にあった岡田三郎助の自宅から黒田清輝に宛てて出された本書簡は、
岡田の父が亡くなったことを至急で連絡するとともに、黒田清輝から依頼されていた画集の表紙を制作する仕事が引き受けられなくなったことを詫びるものである。書簡内に「銅形は昨日中に出来」 あることから、絵の部分 ついてはすでに完成していたようであるが、残りの題字については中村氏
（おそらくは中村勝治郎）
に
書いてもらい、白瀧氏
（白瀧幾之助）
に渡すよう依頼したこと、また紙については
鳥の子紙がよいのではないかという連絡と提案 している。十二通の中では唯一万年筆を使用して書かれており、毛筆で書簡を準備する暇もなく、急を要する連絡であったことがわかる。
明治三十五年九月二十日付封書（二十一一三二）
（縦二十・四㎝、横二十六・二㎝）
　
小生父久々病氣之處、今午後三時死去仕候、
　
右之如き次第に有之候故 画集の表紙に從事
　
至しかね候故、何分にも好しく久米氏と御相談の
　
上御取計ひ被下度願候、
　
凹凸銅形は昨日中に出来の上、溜池まで参りおる事と存候、
　
又題字は、中村氏畫きて白瀧氏まで渡しくれる様倚頼
　
仕りおき候、紙は白のトリノコが好よろしきかと存じ
　
候間御参考にまで申進候、
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麹町平河町六丁目　　　　　
十四番地
黒田清輝様麻布新堀七　
岡田
（表）（裏） 封筒
（縦十四・七㎝、横九・四㎝）
　　
九月廿日
　
夜
　　 　　
岡田三郎助
黒田清輝様
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一〇三
［
（0］
黒田清輝宛岡田三郎助書簡
（明治四十二年か、二月二十七日）
差出人：岡田三郎助╱筆者：岡田八千代　
封筒の宛名書きには住所が記されていない。黒田の住所は麹町区平河町六丁目
十四番地、岡田は東京市区外の下渋谷伊達跡一八三七に住んでいたが、この手紙は使いの者に届けさせたものだろう。　
後付けの「岡田三郎助
内」とは、 岡田の妻八千代が代筆したことを示しており、
二人は明治三十九年十二月三十一日に結婚していた。夫である三郎助は、八千代の兄小山内薫が、 「妹の亭主の画家は、
（中略）
一字も字を書かない程、絵を書く
のが好き」
（岡田八千代『絵の具箱』序文、大正元年）
と述べているように、字を書
くのが苦手のようだった。そのため手紙など もっぱら八千代が代筆をした。なかでも本書簡の特徴は、後付けからわかるように、筆を執ったのが妻八千代であることが明らかにされており、文面 も 八千代が主人に代わり自分の言葉で書いた 読み取れる。こうしたことを含めて、この手紙は二人が新生活を始めてさほど時を経ない頃 ものであるように思われる。そ 後八千代は夫の口吻をまね 筆記し、妻は敢えてそ ことを 示する必要もなく、後付け 「内」が添えられることはな った。　
文面に見る「切地」は、岡田のフランス留学時から 関心事で、時代裂や着物
の蒐集との関連から考え できる。そ 場合 文中 其節」とは文頭の「先夜」以前と見て、そのときの出来事、たとえば裂地販売の店頭で 岡田と黒 とのやり取りで、お金の立て替えが一例 して考 られるが、具体的 は『黒田清輝日記』明治四十二年一月六日
（箱根伊豆日記）
の記述は参考になる。
十二時頃岡田君夫婦来ル
（中略）
二時頃ヨリ岡田君夫婦
　
岡野君ト拙者共都
合五人連ニテ徒歩熱海ヘ行キ市中ヲ一ト通リ見物シ亦土産物ナド買フテ還ル
とあり、このような市中散策の折にお金の貸借関係があったとみたい である。
明治四十二年
（？）
二月二十七日付封書 （二十八〇三八）
（縦十七・七㎝、横八十・六㎝）
先夜は主人参上致し、殊のほか御てせま申 げ、失禮の段、御わひ申上候、又、其節は切地御用立被下、ありかたく、あつく御禮申上候、就ては其折拝借の金子参圓六拾銭也とくにも御届申上べきはづの處、段々と延引いたし、何とも失禮の段、幾重にも〳〵御詫申上候、只今此中に封入致し、御届申上候、早々御請取△
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被遊度、いづれ主人参上、御禮申上可く候へ共、とりあへず使を以てさし出し申候、乍末御奥様へもよしなに御つたへ被遊度願上候　　
まつはあら〳〵
　　 　　
用事のミ
　　
かしこ
　　
二月廿七日
　　
岡田三郎助
　　　　　　　　　 　　
内
黒田清輝先生　　　
御もとに
ちなみに文中にある三円六十銭は、明治四十年の標準価格米十キログラム当たりの小売価格、 一円五十六銭
（ 『値段の明治大正昭和風俗史』朝日新聞社、 昭和五十六年）
から見て、当人の手持ち不足のためにとりあえず拝借を願い出たとして、黒田がその場で用立てし得る金額として不都合はないだろう。
黒田先生　　　
御手許
〆
　　　
岡田三郎助
　　　　　　　　　　
内
　　
廿七日朝
（表）（裏） 封筒
（縦二十・〇㎝、横七・七㎝）
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一〇五
［
（（］
黒田清輝宛岡田三郎助書簡
（明治四十四年六月三十日）
差出人：岡田三郎助╱筆者：岡田八千代　
雨続きの日々、大風によって黒田邸の庭の桜の木が倒れたことへの気遣いに続
き、梅博士の肖像画揮毫の依頼を受けたことに対する承諾の返事である。　
梅博士とは、法学者・教育者梅謙次郎
（一八六〇
〜
一
九一〇）
であり、明治十
八年渡欧、同二十三年まで、リヨン大学、ベルリン大学に学び帰朝、帝国大学法科大学教授、法政大学初代総理
（総長）
となる。民法・商法両法典の立案者の一
人として尽力し 明治四十三年八月、 京城
（現ソウル）
で客死する。その年十一月、
法学教育並びに立法事業に関する功績を記念する事業委員会が組織され、記念事業の一環として博士の肖像画を三点制作し、翌四十四年、東京帝国大学、法政大学、梅家にそれぞれ寄贈されることとなった
）（
（
。黒田は、 『読売新聞』
（明治四十四
年八月二十五日）
の一周忌追悼記念号に談話を寄せ、 「梅先生」の肖像画を制作中
であることに触れている。　
現在、先の三点の中、黒田
（東京帝国大学）
と岡田
（梅家）
の作品は震災・戦
災によって失われ、 残る 点は法政大学に所蔵されている。この三人目の画家が、『法律新聞』 の肖像挿絵なども手がけていた東京美術学校教官中村勝治郎
（号紫明、
一八六六
〜
一
九二二）
で、彼は、岡田が二〇代後半のフランス留学直前に訪れた
京都、奈良で腸チフスに罹った折、療養先の京都で身 まわりの世話をした。
　（
（）　「
故梅博士油絵」 『法律新聞』第七三八号、明治四十四年九月五日／「学宝探
訪中村勝治郎作『梅謙次郎博士肖像画』 」 『法政』平成十年六月号。これらの資料および梅家旧蔵の肖像画について、法政大学人間環境学部根崎光男教授より御教示いただいた。記して感謝申し上げます。
明治四十四年六月三十日付封書（二十九〇五九）
（縦十八・〇㎝、横八十一・〇㎝）
日々の雨にて嘸かし御退屈の事と存じ上候、過日は大風にて御庭内の桜たわされ候由、さためし御さかしう入らせられ候ひしことゝ存じ上候、つい〳〵まだ御見舞にも参上致さず、失禮いたしをり候段、あしからず御詫申上候、扨先日は梅博士御肖像
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の事に就き、わざ〳〵御はがき頂き、まことに恐入り申候、仔細承知仕候間、御安心被遊度願上候、乍末御奥様へ妻よりよろしく申上候御つたへ被遊度候、　
まづハ
　 　　
御禮まで
　　 　
匆々
　 　
不一
　
六月丗日
　
岡田三郎助
　黒田清輝先生
黒田清輝様　　　
下渋谷一八三七
〆　　
丗日
　　　
岡田三郎助
（表）（裏） 封筒
（縦十九・八㎝、横七・八㎝）
△
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黒田清輝宛
　
岡田三郎助書簡
　
影印・翻刻・解題
181
一〇七
［
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黒田清輝宛岡田三郎助書簡
（大正三年か、三月二十二日）
差出人：岡田三郎助╱筆者：岡田八千代　
日頃の無沙汰を詫びるとともに、最近の「印度物品展覧会」で見つけた机がち
ょっとおもしろそうなので、黒田の家の名刺受けにでも用いていただければと、さっそくお見せ 、進呈したい旨の手紙である。　『黒田清輝日記』大正二年十二月六日の項に、 「午前大学ニ開催ノ希臘印度美術宗教展覧会ヲ一覧ス」との記述がある。こ 展覧会については、 『美術新報』
（第
十三巻第三号、大正三年一月）
の記事に「希臘印度藝術展覧会」が十二月一日から
七日間、東京帝国 学文科大学標本室で開催されたとあり、また『美術週報』
（第
一巻第八号 大正二年十一月）
には「印度希臘参考品の公展」とされ、 「高楠博士
の印度より持参せし印度希臘の藝術品
（仏具をも含む）
を展列し、一般公衆の観
覧に供せり」とある。高楠博士は東京帝国大学教授 インド学・仏教学 権威、高楠順次郎
（一八六六
〜
一九四五）
。本書簡は高楠博士のこのときのコレクション
展に関わるものなのか。しかし手紙の差し出し日付や文面の「先日」の文言などから、 「此机」に関わる展覧会が他日開催されたものであった可能性はある。　
岡田は、世界各民族の陶磁器、硝子器、木工品、金工品、皮革品、刀子、染織
など幅広い蒐集を行い、革や金属の打出し細工など自ら制作もした。とりわけ大正二年は、岡田の工芸に関する談話「 『盍簪帖』と『希臘式小箱』 」と「工藝美術に就て」が『美術新報』
（十二
︱
七、十三
︱
二）
に掲載され、さらに同年二月に日
本橋三越呉服店で開催された 現代大家小藝術品展覧会」に《木製象嵌手箱》を出品するなど、工芸品への関心を めていた時期であった。それは明治末から正初めにかけて坂井犀水が提唱した「小藝術品」へ 美術家の関心
）（
（
と軌を一にす
る。この手紙はそうした時代の傾向を背景 、岡田が黒田に対してもしばしば見せた工芸趣味の披瀝の一端を示すものであるように思われる。 『岡田三郎助蒐集工藝図譜』
（大隅為三編、 座右宝刊行会、 昭和十五年）
には代表的なものが収められ、
インドの銀象嵌の小筥や薄手の中角皿なども収められてい 。
大正三年（？）三月二十二日付封書（四十二〇二八）
（縦十九・三㎝、横九十八・四㎝）
其後は御無音申上げ御詫申上候、さて此机先日印度物品展覧會の折、一寸面白きものゝやうに見受け　　　　　　　　　
申候
　
まゝ、
先生の御廊下の御名刺受にでも御用ひ被下候ハヾ、　　　　　　
小生と共々
机も光栄と感じ候事と存せられ候まゝ、其まゝお目にかけ申候、御笑納　　　　　　　　
被下候ハヾ
此上もなき㐂ひに　　　
御座候、
　　　　　　　　
小生
御伺ひ致し度く存じ候へ共、 △
420.indb   181 16/12/13   7:36
美
　
術
　
研
　
究
　　
四
　
二
　
〇
　
号
182
一〇八
（
（）　
森谷美保「 『工芸家』岡田三郎助の功績」 『藤島武二・岡田三郎助展』そごう美
術館他、二〇一一年、一三八︱一四二頁。
まだ御多忙のやうに　　　　　　
存せられ
　　 　
候まゝ、
さし控申候、何れ御閑暇にも相成候折 お目にかゝり万々申上度、　
まづは略義ながら
　　
手紙を以て
　　
口上まで
　　 　
匆々
　
三月廿二日
　　
末乍御奥様へよろしく
　　
御鶴声の程願上候
　　　　　　
岡田三郎助
黒田清輝先生
黒田清輝先生〆
　　
岡田三郎助
　
三月
　　
廿二日
（表）（裏） 封筒
（縦二十一・九㎝、横八・三㎝）
△
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